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め
に

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
ア
メ
リ
カ
が
投
下
し
た
原
子
爆
弾
は
人
口
が
密
集
し

て
い
た
広
島
市
街
中
心
部
の
上
空
約
六
〇
〇
ｍ（

１
）で

爆
発
し
た
。
こ
の
爆
発
に
よ
っ

て
半
径
二
㎞
以
内
の
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
全
壊
し
、
直
後
に
各
所
で
発
生
し
た
火

災
に
よ
っ
て
そ
の
大
部
分
が
全
焼
し
た（

２
）。

直
接
被
災
し
た
人
数
に
つ
い
て
は
、
広

島
市
社
会
局
が
氏
名
で
確
認
集
計
し
て
い
る
。
そ
の
一
九
九
九
年
の
報
告
書
に
よ

る
と
、
市
中
心
部
で
の
被
災
者
は
二
四
万
五
、四
四
五
人（

３
）（

爆
心
地
か
ら
二
㎞
以

内
及
び
「
市
内
不
詳
者
」、
以
下
同
様
）
と
な
り
、
う
ち
、
八
万
四
、一
四
五
人
が

一
九
四
五
年
末
ま
で
に
死
亡
し
た
。
一
旦
避
難
し
た
後
に
死
亡
し
た
人
が
多
数
い

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
二
〇
万
人
を
超
え
る
人
々
が
、
全
壊
全
焼
被
災
地
か
ら

避
難
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
避
難
の
実
態
は
未
だ
明
ら
か
で

な
い
。
避
難
の
実
態
は
、
客
観
的
な
諸
条
件
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
客
観
的
な
状
況
に
つ
い
て
の
資
料
が

不
十
分
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
と
認
識
し
、
本
稿
で
は
川
の
状
況
の
再
現

を
試
み
た
。

　

避
難
や
救
援
・
救
護
に
お
い
て
は
、
広
島
市
の
地
形
的
特
質
、
特
に
川
の
状
況

が
重
要
な
要
素
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
広
島
市
は
太
田
川
の
三
角
州
の
上
に
発

達
し
た
都
市
で
あ
り
、
こ
の
三
角
州
に
は
当
時
は
川
が
七
つ
に
分
か
れ
て
流
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
（
地
図
①
参
照
）。

地図①　広島の三角州
出所：『広島平和科学』29　23-24頁
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避
難
し
た
二
〇
万
人
以
上
の
直
接
被
爆
者
の
な
か
に
は
、
火
災
が
発
生
し
な

か
っ
た
南
の
海
岸
の
方
へ
避
難
し
た
人
々
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
大
多
数
は
、

橋
を
通
る
か
何
ら
か
の
方
法
で
川
を
渡
っ
て
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

当
時
広
島
市
内
に
橋
は
全
部
で
約
五
〇
橋
あ
っ
た
（
地
図
①
参
照
）。
原
子
爆
弾

爆
発
に
よ
り
破
壊
さ
れ
渡
橋
不
能
に
な
っ
た
橋
が
四
橋
、
一
時
渡
橋
可
能
で
あ
っ

た
橋
が
六
橋
、
渡
橋
可
能
で
あ
っ
た
橋
が
約
四
〇
橋
で
あ
っ
た（

４
）。

　

渡
橋
可
能
な
橋
を
渡
っ
て
多
く
の
人
々
が
避
難
し
た
。
し
か
し
、
傷
害
（
放
射

線
傷
害
を
含
む
）
の
程
度
が
重
く
て
長
い
距
離
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
、
橋
へ
の

経
路
が
塞
が
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
一
次
避
難
所
と
し
て
先
ず
川
に
向
か
っ
た
な

ど
、
多
様
な
理
由
で
、
川
に
避
難
し
た
人
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
川
に
向
か
っ
て

避
難
し
た
人
々
及
び
救
援
・
救
護
や
家
族
を
捜
す
た
め
に
六
日
に
入
市
し
た
人
々

に
と
っ
て
、
川
の
状
況
は
重
要
な
条
件
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
広
島
の
川
の
状
況
に
つ
い
て
は
多
く
の
証
言
が
あ

り
、
数
多
く
の
文
献
が
記
述
し
て
い
る（

５
）。

確
か
に
、
被
爆
者
（
本
稿
で
は
直
接
被

爆
者
及
び
八
月
六
日
に
入
市
し
た
入
市
被
爆
者
と
す
る
）
の
証
言
は
、
実
際
に
体

験
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
貴
重
で
あ
り
重
要
で
あ
る
が
、
同
じ
時
と
場

所
で
も
証
言
者
に
よ
っ
て
内
容
に
異
同
が
あ
り
、
時
と
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
多
い
。
他
方
、
文
献
が
述
べ
て
い
る
川
の
状
況
も
ま
た
文
献
相
互
間
に

差
異
が
あ
り
、
相
互
に
矛
盾
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
一
九
八
五
年
に
実
施
さ
れ
た
日
本
被
団
協
被
爆
者
調
査
の
広
島
直
爆

者
の
証
言
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（

６
）。

　
（
前
略
）
川
の
中
は
数
え
切
れ
ぬ
死
体
が
浮
い
て
い
る
。（
後
略
）

　
（
前
略
）
太
田
川
、
元
安
川
等
各
川
に
浮
か
ぶ
無
数
の
死
体
、（
後
略
）

　
（
前
略
）
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
数
千
の
焼
死
体
。（
後
略
）

　
（
前
略
）
川
に
も
水
面
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
死
体
が
浮
い
て
い
ま
し
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
証
言
に
対
し
て
、
他
方
で
は
、
広
島
市
が
一
九
五
〇
年
に
募
集
し
た

「
原
爆
体
験
記
募
集
原
稿
」
や
『
生
死
の
火　

広
島
大
学
原
爆
被
災
誌
』
や
多
く

の
生
徒
が
本
川
に
避
難
し
た
広
島
二
中
一
年
生
の
記
録
『
い
し
ぶ
み
』
に
は
、
そ

の
よ
う
な
状
況
を
直
接
体
験
し
た
証
言
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い（

７
）と

い
う
こ
と

が
あ
る
。
例
示
し
た
証
言
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
、
実
際
に
被
爆
後
川

の
中
に
は
い
り
、
川
を
渡
り
、
あ
る
い
は
川
を
見
た
、
多
く
の
被
爆
者
の
体
験
記

に
表
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

　

ま
た
、
文
献
記
述
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

�（
前
略
）「
８
時
50
分
…
…
主
力
を
以
っ
て
京
橋
川
を
遡
行
、
救
難
に
任
ぜ
し
め

た
。
…
…
９
時
30
分
…
…
救
難
艇
三
隻
を
以
っ
て
元
安
川
を
遡
行
、
救
難
に
任

ぜ
し
め
た
。
10
時
40
分
…
…
機
動
つ
き
艀
舟
四
隻
を
元
安
川
南
大
橋
付
近
に
出

し
救
難
に
任
ぜ
し
め
た（

８
）（

後
略
）

　
�（

前
略
）（
18
：
00
）
に
な
り
太
田
川
の
水
深
が
少
な
く
と
も
1.50
ｍ
以
上
に
な
ら

な
け
れ
ば
残
念
な
が
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
原

爆
投
下
か
ら
舟
艇
隊
の
行
動
を
起
す
ま
で
の
９
時
間
45
分
間
は
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
ず
、
手
を
拱
ね
て
（
マ
マ
）
い
る
他
な
か
っ
た（

９
）（

後
略
）
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こ
の
二
つ
の
文
献
記
述
を
対
照
す
る
と
、「
８
時
50
分
…
…
主
力
を
以
っ
て
京

橋
川
を
遡
行
、
救
難
に
任
ぜ
し
め
た
」
と
い
う
記
述
と
「
原
爆
投
下
か
ら
舟
艇
隊

の
行
動
を
起
す
ま
で
の
９
時
間
45
分
間
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
」
と
い
う
記

述
は
、明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。
こ
の
よ
う
に
証
言
や
文
献
記
述
に
は
異
同
が
あ
り
、

疑
問
や
矛
盾
が
あ
る
。
他
方
、
川
の
状
況
を
客
観
的
な
資
料
を
用
い
て
総
合
的
に

述
べ
た
先
行
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
証
言
や
文
献
記

述
を
直
接
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
疑
問
や
矛
盾
が
解
決
で
き
る
と

は
考
え
に
く
い
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
れ
に
は
、
川
の
客
観
的
な
諸
状
況
を
調
べ

て
、
そ
れ
と
の
対
応
に
よ
っ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
第
一
節
「
地
形
」
で
川
の
状
況
に
基
本
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
広
島
の
地
形

を
概
観
し
、
第
二
節
「
水
深
、
流
速
、
川
幅
」
で
避
難
す
る
と
き
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
す
水
深
、
流
速
お
よ
び
川
幅
が
時
系
列
の
経
過
に
伴
っ
て
推
移
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
を
ま
と
め
、
第
三
節
「
橋
と
川
岸
」
で
、
避
難
や
救
援
・
救
護
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
観
点
か
ら
、
橋
と
川
岸
の
そ
れ
ぞ
れ
を
調
査
し
た
。「
お
わ
り
に
」

で
調
査
し
た
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
川
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
文
中
に
例
示
し
た

証
言
・
文
献
記
述
の
疑
問
や
矛
盾
に
つ
い
て
改
め
て
判
断
す
る
と
と
も
に
、
川
の

状
況
が
避
難
や
救
援
・
救
護
、
捜
索
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
し
、
課
題
を
提
示

し
た
。

　

方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
当
時
の
川
の
測
量
図
や
、

川
の
水
位
観
測
記
録
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
、
後
年

の
測
量
図
や
観
測
記
録
か
ら
推
測
し
た
。
潮
位
の
推
算
値
や
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
航

空
写
真
を
参
照
し
た
。
川
の
流
速
の
推
移
と
橋
桁
下
端
の
標
高
は
資
料
が
見
出
せ

な
か
っ
た
の
で
筆
者
が
測
定
し
た
。
橋
や
「
が
ん
ぎ
」（
潮
の
干
満
に
応
じ
て
舟

が
接
岸
で
き
る
よ
う
に
、
石
の
階
段
に
な
っ
て
い
る
舟
着
場
）
の
状
況
は
、
写
真

を
参
照
し
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
し
た
。

一
　
地
　
形

　

太
田
川
の
本
流
は
、
中
国
山
地
の
冠
山
（
海
抜
一
、三
三
九
ｍ
）
に
発
し
、
多

く
の
支
流
を
合
わ
せ
一
〇
三
㎞
の
間
を
流
れ
、
下
流
に
広
島
平
野
を
形
成
し
て
瀬

戸
内
海
に
注
ぐ
。
こ
の
広
島
平
野
の
南
の
部
分
、
祇
園
大
橋
以
南
（
南
へ
広
島
湾

岸
ま
で
約
八
㎞
）
が
太
田
川
三
角
州
で
あ
る

）
（0
（

（
地
図
①
、
②
参
照
）。地図②　広島市内地盤高図

出所：『太田川河川事務所事業概要』9頁
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こ
の
太
田
川
三
角
州
は
地
形
的
特
質
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
、
地
面
は
、
比
治

山
、
江
波
山
な
ど
昔
は
島
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
除
く
と
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
標
高
は
〇
ｍ
に
近
い
低
平
な
砂
層
で
あ
り
、
そ
の
下
に
シ
ル
ト

層
や
粘
土
層
な
ど
を
主
と
し
た
軟
弱
層
が
一
〇
ｍ
～
三
〇
ｍ
堆
積
し
て
い
る
。
な

お
、
南
観
音
地
区
（
爆
心
地
か
ら
西
南
西
へ
二
～
三
㎞
）
の
最
上
層
（
海
抜
マ
イ

ナ
ス
〇
・
七
ｍ
）
の
炭
素
一
四
年
代
は
一
四
七
〇
±
八
五
年
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
る

）
（（
（

。

　

一
九
三
四
年
～
一
九
六
七
年
に
、
三
角
州
を
七
つ
に
分
か
れ
て
南
流
し
て
い
る

派
川
の
う
ち
、
西
端
の
山
手
川
と
福
島
川
と
い
う
二
つ
の
派
川
が
、
太
田
川
放
水

路
と
い
う
一
つ
の
川
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
ほ
か
の
五
つ
の
派
川
、

即
ち
、
西
か
ら
東
へ
順
に
挙
げ
る
と
天
満
川
、
本
川
（
旧
太
田
川
、
以
下
の
本
文

で
は
こ
の
呼
称
は
省
略
す
る
）、
元
安
川
、
京
橋
川
、
猿
喉
川
は
、
一
九
四
五
年

当
時
と
二
〇
〇
八
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
河
口
付
近
は
広
く
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
は
当
時
と
現
在
で
地
形
に
は
大
き
な

違
い
は
み
ら
れ
な
い

）
（2
（

。

　

次
に
、
太
田
川
の
各
派
川
の
水
深
を
知
る
た
め
に
必
要
な
川
底
の
形
状
を
観
察

す
る
。
広
島
は
堆
積
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
三
角
州
で
あ
り
、
川
底
に
巨
岩

が
あ
っ
て
流
れ
が
変
化
し
、
淵
や
瀬
が
随
所
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
川
筋
に
も
複
雑
な
屈
曲
は
存
在
し
な
い
。
三
角
州
の
頂
点
（
爆
心
地
か
ら
北

へ
約
三
・
五
㎞
）
で
、
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
川
が
、
三
角
州
の
底
辺
に
向
け
て

末
広
が
り
に
一
九
四
五
年
当
時
は
七
つ
に
（
地
図
①
参
照
）、現
在
は
六
つ
に
（
地

図
②
参
照
）
分
か
れ
て
流
れ
て
い
る
。

　

直
線
的
な
川
筋
で
は
、
一
般
的
に
、
川
幅
の
狭
い
場
所
で
は
両
端
部
が
浅
く
中

央
部
が
深
く
な
っ
て
い
る
が
、
川
幅
が
広
い
場
合
で
は
、
中
央
部
が
浅
く
な
っ
て

い
る
場
所
も
散
見
さ
れ
る
。
ゆ
る
く
屈
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
流
れ
の
外
側
が

深
く
内
側
が
浅
く
な
っ
て
い
る
。
上
流
か
ら
下
流
に
縦
断
し
た
と
き
の
川
底
の
形

状
は
、
干
潮
時
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
大
き
な
凹
凸
が
な
い
。
当
時
を
再
現

す
る
う
え
で
障
碍
と
な
る
大
工
事
に
よ
る
影
響
と
し
て
は
、
太
田
川
放
水
路
工
事

（
一
九
三
四
年
着
工
、
戦
争
中
中
断
後
、
一
九
六
七
完
成
）
の
み
で
あ
る
。
他
の

五
つ
の
派
川
で
も
川
幅
の
拡
大
・
縮
小
、
護
岸
改
良
工
事
、
架
橋
等
多
く
の
工
事

が
行
わ
れ
て
き
た
が

）
（（
（

、
三
角
州
の
川
底
の
広
い
範
囲
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

た
工
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
六
〇
余
年
前
の
市
の
中
心
部
の
川
底

の
形
状
は
、
現
在
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
測
量
図
で
川
底
の
形
状
を
確
か
め
よ
う
と
し
て
も
、
一
九
四
五
年
当

時
の
川
底
の
測
量
図
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
九
四
五
年
以
後
に
つ
い
て
は
、
国
土

交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
（
以
下
「
太
田
川
河
川
事
務
所
」

と
記
す
）
が
太
田
川
放
水
路
、
天
満
川
、
本
川
、
元
安
川
に
つ
い
て
、
一
九
五
九

年
～
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
四
八
年
間
に
八
回
～
一
二
回
、
二
〇
〇
ｍ
お
き
に
測
量

さ
れ
た
横
断
図
か
ら
、「
横
断
形
状
の
比
較
図

）
（（
（

」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に

よ
る
と
、
川
底
の
形
状
は
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
四
八
年
間
の
川
底
の
形
状
変
化
か
ら
類
推
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
地
点
は

一
九
四
五
年
当
時
も
こ
れ
ら
の
図
の
変
化
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
次
の
図
①
で
爆
心
地
に
近
い
元
安
川
と
本
川
の
「
横
断
形
状
の
比
較
図
」
を
各

二
ず
つ
例
示
す
る
）。
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こ
の
よ
う
に
、
川
底
が
堆
積
作
用
に
よ
る
砂
地
で
あ
り
、
複
雑
な
川
底
で
な
い

こ
と
か
ら
、
川
を
舟
で
進
む
と
き
も
歩
い
て
渡
る
と
き
も
、
水
深
を
推
測
す
る
こ

と
は
比
較
的
に
容
易
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
物
体
が
川
を
流
れ
る
と
き
は
、
摩
擦
が

な
け
れ
ば
流
水
と
同
じ
流
速
に
な
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
広
島
の
川
筋
で
は
、
川

底
に
沈
ま
な
い
で
流
れ
る
物
体
の
流
速
は
川
の
流
速
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。

た
だ
し
、
八
月
六
日
当
日
は
、
本
川
橋
や
新
橋
が
半
落
橋
し
た
う
え
、
川
岸
の
際

ま
で
あ
っ
た
建
造
物
が
破
壊
さ
れ
て
そ
の
破
片
が
川
に
落
ち
込
み
、
障
害
物
に

な
っ
た
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
水
深
・
流
速
・
川
幅
の
推
移

　

川
の
水
深
（
水
面
か
ら
川
底
ま
で
の
距
離
と
す
る
）、
流
速
お
よ
び
川
幅
（
水

面
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
横
断
距
離
と
す
る
）
は
一
定
で
は
な
い
。
そ
の
状
況

は
、
避
難
や
救
援
・
救
護
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ら
が
、

時
系
列
の
経
過
に
伴
っ
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
っ
た
の
か
推
測
す
る
。

二
．
一
　
水
　
深

　

火
災
か
ら
徒
歩
で
逃
れ
て
川
に
入
っ
た
と
き
の
水
深
で
背
が
立
っ
た
の
か
立
た

な
か
っ
た
の
か
、
避
難
で
き
る
よ
う
な
砂
地
が
あ
っ
た
の
か
、
舟
が
航
行
で
き
る

状
況
で
あ
っ
た
の
か
等
は
直
接
的
に
、
避
難
や
救
援
・
救
護
に
関
係
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
広
島
の
水
深
の
推
移
を
記
録
し
た

資
料
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
た
め
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
水
深
の
推
移
を
推
測

し
た
。

　

水
深
を
知
る
に
は
水
位
と
川
底
の
標
高
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。従
っ
て
、

水
位
と
川
底
の
標
高
の
両
方
を
推
測
し
て
、
水
深
を
推
測
し
た
。

　

初
め
に
、
水
位
の
推
測
に
つ
い
て
述
べ
る
。
広
島
の
三
角
州
の
水
位
は
、
洪
水
、

高
潮
な
ど
の
特
別
な
事
由
が
無
い
限
り
、
上
流
か
ら
三
角
州
に
流
入
す
る
水
量
に

よ
る
水
位
へ
の
影
響
は
小
さ
く
、
ほ
と
ん
ど
が
潮
の
干
満
の
影
響
に
よ
る
。
し
た

が
っ
て
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
お
け
る
、
川
の
水
位
の
推
移
は
、
干
満
に
よ

る
潮
位
の
推
移
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
潮
の
干
満
に
よ
る
水
位
や
潮
位
の

図①　「横断形状の比較図」
出所：国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所2007年より

元
安
川
（
爆
心
地
か
ら
約
二
〇
〇
ｍ
～
約
四
〇
〇
ｍ
の
地
点
）

本
川
（
爆
心
地
か
ら
約
三
〇
〇
ｍ
～
約
五
〇
〇
ｍ
の
地
点
）

図の縦：横＝1：25である
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谷　整二　　1945年８月６日、広島の川の状況

変
化
は
、
気
圧
が
等
し
く
地
形
、
そ
の
他
の
条
件
（
海
流
、
水
温
な
ど
）
が
変
わ

ら
な
い
と
す
れ
ば
、
地
球
と
月
と
太
陽
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
地
形
に

つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
と
現
在
と
で
大
き
な
違
い
が
な
い
こ
と
を
既

に
述
べ
た
。
ま
た
、
水
位
や
潮
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
そ
の
他
の
条
件
の
変
化
、
例

え
ば
瀬
戸
内
海
の
地
形
の
変
化
に
よ
る
海
流
の
変
化
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い

）
（（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
水
位
は
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
月
齢
に
近
く
、
日
付
も
八

月
六
日
に
近
い
日
を
選
べ
ば
再
現
で
き
る
見
通
し
が
た
つ
。
本
調
査
で
は
、

二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
を
選
ん
だ
。
一
九
四
五
年
八
月
六
日
午
前
八
時
の
月
齢
は

二
七
・
四

）
（（
（

で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
午
前
八
時
の
月
齢
は
二
七
・
五

）
（（
（

で

あ
っ
た
か
ら
、
月
齢
が
近
く
か
つ
日
付
も
近
い
。
な
お
、
日
付
が
近
い
と
そ
の
他

の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
水
温
も
差
が
小
さ
い
。
広
島
の
気
圧
に
つ
い
て
は
、

一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
午
前
八
時
が
海
面
で
一
〇
一
八
・
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

）
（（
（

、

二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
午
前
八
時
が
海
面
で
一
〇
一
一
・
二
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
で

あ
っ
た
。
こ
の
気
圧
の
差
は
、
水
位
の
相
違
へ
及
ぼ
す
影
響
が
小
さ
い
と
判
断
し

て
、
推
測
上
無
視
し
た
。

　

水
位
は
、
国
土
交
通
省
の
三
篠
橋
観
測
所

）
（9
（

（
爆
心
地
か
ら
北
へ
一
・
四
㎞
）、
江

波
観
測
所

）
20
（

（
爆
心
地
か
ら
南
南
西
へ
四
㎞
余
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
二
〇
〇
二
年
八

月　

時
刻
水
位
月
表
」
の
観
測
確
定
値
を
用
い
、
潮
位
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安

庁
所
管
の
広
島
験
潮
所

）
2（
（

（
爆
心
地
か
ら
南
南
東
へ
約
四
・
六
㎞
の
海
岸
）
の
「
平

成
一
四
年
〇
八
月
（
二
〇
〇
二
）
験
潮
記
録
表
」
の
観
測
値
を
用
い
た
。
こ
れ
ら

の
観
測
所
・
験
潮
所
付
近
の
地
形
は
、
一
九
四
五
年
と
二
〇
〇
二
年
で
地
図
上
に

相
違
が
見
ら
れ
な
い
（
地
図
③
に
三
か
所
の
観
測
所
・
験
潮
所
の
位
置
を
示
す
。

こ
れ
ら
は
一
九
四
五
年
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
観
測
所
、
験
潮

所
は
そ
れ
ぞ
れ
後
に
設
置
さ
れ
た
所
の
意
で
あ
る
。
以
下
同
様
。）

　

比
較
の
た
め
水
位
、
潮
位
と
も
に
Ｔ
・
Ｐ
・
値
（
東
京
湾
平
均
海
面
）
に
換
算

し
た
。

　

表
①
で
、
こ
の
三
か
所
の
水
位
と
潮
位
を
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
に
つ
い
て

（
一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
対
応
）
比
較
し
て
み
る
。
表
①
を
見
る
と
干
満
の
時

刻
は
三
か
所
と
も
同
じ
時
間
帯
で
あ
る
。
干
満
差
の
最
大
値
を
求
め
る
と
（
表
の

二
一
時
の
満
潮
位
か
ら
一
五
時
の
干
潮
位
の
数
値
を
引
く
）、
三
篠
橋
観
測
所
で

は
三
・
二
五
ｍ
、
江
波
観
測
所
で
は
三
・
三
〇
ｍ
、
広
島
験
潮
所
で
は
三
・
三
三
ｍ

で
あ
り
、
近
似
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
二
四
時
間
の
一
時
間
毎
の
観
測
所
、
験

潮
所
の
値
の
差
の
平
均
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
広
島
験
潮
所
の
潮
位
を
基
準
と
す
る

地図③　観測所・験潮所の位置
出所：『生死の火』５の地図に筆者加除
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と
江
波
観
測
所
の
値
が

〇
・
〇
四
ｍ
、
三
篠
橋
観

測
所
の
値
が
〇
・
三
五
ｍ

各
々
小
さ
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

広
島
験
潮
所
と
三
篠
橋

観
測
所
の
間
に
は
潮
位
と

水
位
に
お
い
て
平
均
〇
・

三
五
ｍ
の
差
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
干
満
差
三
ｍ
以
上

に
比
す
る
と
小
さ
い
と
い

え
よ
う
。
他
方
、
干
満
の

時
刻
が
同
じ
時
間
帯
で
あ

る
こ
と
と
干
満
差
の
値
が

近
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
三
篠
橋
観
測
所
の
水

位
の
推
移
は
潮
の
干
満
に

よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

三
篠
橋
観
測
所
、
江
波

観
測
所
お
よ
び
広
島
験
潮

所
の
三
か
所
（
地
図
③
に

表
示
）
と
同
程
度
の
範
囲

内
に
あ
る
川
も
、
潮
の
干
満
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
約
〇
・
三
五
ｍ
の
差
の
範

囲
内
で
、
同
じ
よ
う
な
水
位
の
推
移
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
波
観
測
所
と
広
島
験
潮
場
の
数
値
が
近
似
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
三
角
州

の
底
辺
の
海
岸
近
く
の
江
波
観
測
所
と
海
岸
に
あ
る
広
島
験
潮
場
の
数
値
と
し
て

当
然
と
も
い
え
よ
う
（
地
図
③
参
照
）。

　

な
お
、
海
上
保
安
庁
は
、
長
期
に
わ
た
り
潮
汐
観
察
を
実
施
し
た
成
果
を
推
算

の
諸
元
に
用
い
て
「
潮
汐
推
算
」
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
水

位
の
推
移
を
示
す
信
頼
で
き
る
資
料
は
他
の
何
処
に
も
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
推
算
し
た
も
の
が
こ
の
広
島
験
潮
所
の
「
潮
汐
推
算
」
に
あ
っ
た
。
そ
の

一
九
四
五
年
八
月
六
日
と
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
の「
潮
汐
推
算
」を
比
較
す
る
と
、

潮
汐
曲
線
（
グ
ラ
フ
①
）
や
表
の
数
値
は
近
似
し
て
い
る
。
表
（
省
略
）
に
表
示

し
て
あ
る
一
時
間
毎
の
数
値
の
差
を
平
均
し
て
み
る
と
、
そ
の
値
は
約
〇
・
〇
四
ｍ

時 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
Ｍ 0.73 0.85 0.78 0.38 -0.13 -0.60� -1.03 -1.38 -1.60 -1.38 -0.82 0.00� 0.63
Ｅ 1.04 1.18 1.06 0.67 0.17 -0.33 -0.89 -1.33 -1.35 -0.95 -0.32 0.38 1.01
Ｈ 1.09 1.23 1.12 0.71 0.21 -0.3 -0.87 -1.30� -1.33 -0.91 -0.27 0.42 1.04
時 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8
Ｍ 1.26 1.65 1.60� 1.17 0.64 0.11 -0.24 -0.67 -0.76 -0.38 0.14 0.62 0.97
Ｅ 1.61 1.95 1.86 1.46 0.93 0.44 0.03 -0.34 -0.36 0.01 0.51 0.98 1.29
Ｈ 1.64 2.00 1.93 1.52 0.97 0.47 0.07 -0.32 -0.33 0.05 0.54 1.02 1.34

表①　三篠橋観測所・江波観測所・広島験潮所の水位と潮位　　2002年８月７日7：00～8日8：00

筆者作成。T.P. 値に換算　単位m
Ｍは三篠橋観測所、Ｅは江波観測所、Ｈは広島験潮所を表す。太字は満潮、太字斜字は干潮を表す。
T.P. 値への換算は次のようにして行った。
・Ｍは基準値0.0が T.P.�-0.500mだから、時刻推移月表の値から、0.50mを減じた。
・Ｅは基準値0.0が T.P.�-0.040mだから、時刻推移月表の値から、0.04mを減じた。
・Ｈは当時の観測基準面0.0が T.P.�-3.047ｍ（22）だったから、験潮記録表の観測値から、3.05mを減じた。

グラフ①　潮汐推算
出所：�第六管区海上保安本部海洋情報部潮汐情報

1945年８月６日

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN6/tide2/tide_setumei.htm

2002年８月７日
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谷　整二　　1945年８月６日、広島の川の状況

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
推
算
に
よ
っ
て
も
、
一
九
四
五
年
八

月
六
日
と
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
の
干
満
の
推
移
は
殆
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
広
島
三
角
州
の
水
位
の
推
移
が
潮
位
の
推
移
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
ま
た
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
水
位
の
推
移
は
、
表
①
に
表
示
し
た

二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
の
数
値
で
推
測
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
川
底
の
標
高
を
推
測
す
る
。
川
底
の
標
高
の
推
測
は
、
二
〇
〇
ｍ
毎
に

測
量
さ
れ
た
各
派
川
の
横
断
図
（
四
八
年
間
に
八
回
～
一
二
回
）
が
示
さ
れ
て
い

る
「
横
断
形
状
の
比
較
図
」
を
用
い
て
、
各
図
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の
最
深
部

の
標
高
を
推
定
し
た
。
広
島
市
中
心
部
の
天
満
川
、
本
川
、
元
安
川
で
、
こ
の
よ

う
に
し
て
推
定
し
た
最
深
部
の
標
高
（
Ｔ
・
Ｐ
・
値
）
を
表
②
に
示
す
。

　

水
位
（
表
①
）
と
川
底
の
標
高
（
表
②
）
を
推
定
し
た
の
で
水
深
は
次
の
式
で

求
め
ら
れ
る
。

　

・
水
深
＝
水
位
マ
イ
ナ
ス
標
高

　

こ
の
方
法
で
三
篠
橋
観
測
所
の
最
深
部
の
水
深
の
推
移
を
求
め
て
み
る
。
最
深

部
の
標
高
を
「
横
断
形
状
の
比
較
図
」
か
ら
マ
イ
ナ
ス
二
・
五
ｍ
と
推
定
し
た
。

こ
の
推
定
を
も
と
に
一
九
四
五
年
八
月
六
日
（
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
に
対
応
）

の
三
篠
橋
観
測
所
の
に
お
け
る
時
系
列
上
の
最
深
部
の
水
深
を
再
現
し
た
推
測
値

を
次
の
表
③
に
示
す
（
表
①
か
ら
筆
者
作
成
）。

　

こ
の
表
③
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
原
爆
爆
発
時
は
丁
度
満
潮
で
三
篠
橋
観

測
所
の
川
の
深
さ
は
、
最
深
部
で
約
三
・
三
五
ｍ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
六
時
間

余
に
わ
た
っ
て
川
の
水
は
引
き
続
け
、
一
五
時
に
三
篠
橋
観
測
所
の
最
深
部
で
約

〇
・
九
〇
ｍ
に
な
っ
た
。
市
街
中
心
部
の
そ
の
他
の
地
点
の
水
深
は
、（
表
①
）
か

ら
そ
の
地
点
の
水
位

）
2（
（

を
算
出
す
れ
ば
、
同
様
に
、
水
位

）
2（
（

マ
イ
ナ
ス
標
高
で
求
め
ら

れ
、
水
深
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
、
八
月
六
日
八
時
の
満
潮
直
前

と
一
五
時
の
干
潮
直
後
の
最
深
部
の
水
深
各
三
か
所
を
例
示
す
る
。

　

こ
の
推
測
で
は
満
潮
時
に
は
最
深
部
は
背
が
立
た
な
い
。
川
を
渡
る
に
は
、
舟

か
筏
を
利
用
す
る
か
、
泳
い
で
渡
る
こ
と
に
な
る
。
川
岸
付
近
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
背
が
立
っ
た
の
か
立
た
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、「
三
．
二　

川　

岸
」
で
述
べ
る
。
ま
た
、
干
潮
時
に
は
天
満
川
の
北

広
瀬
橋
（
爆
心
地
の
西
北
一
・
一
五
㎞
）
の
上
下
流
数
百
ｍ
は
水
深
約
〇
・
二
ｍ
だ

か
ら
、
舟
の
航
行
は
無
理
で
あ
っ
た
。
表
②
で
マ
イ
ナ
ス
2.5
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
広
瀬
橋
の
下
（
爆
心
地
か
ら
西
や
や
北
よ
り
一
・
一
㎞
）
で
あ
る
が
、
そ
れ

よ
り
下
流
は
概
ね
〇
・
四
ｍ
以
上
の
水
深
が
あ
っ
た
と
計
算
で
き
る
。

　

他
の
と
こ
ろ
（
表
②
の
各
地
点
を
含
む
）
も
、
水
位

）
2（
（

と
川
底
の
標
高
に
応
じ
て

M H Ｔ そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
で
一
番
上
の
起
点
か
ら
下
流
へ
二
〇
〇
ｍ
ご
と

�

Ｔ
・
Ｐ
・
値　

単
位
ｍ

Ｔ
は　

�

天
満
川
の
横
川
橋
下
を
起
点
に
下
流
へ
二
、六
〇
〇
ｍ
の
区
間

）
2（
（

Ｈ
は　

�

本
川
の
三
篠
橋
下
四
〇
〇
ｍ
を
起
点
に
下
流
へ
二
六
〇
、〇
ｍ

の
区
間
）
2（
（

Ｍ
は　

�

相
生
橋
下
を
起
点
に
下
流
へ
二
、六
〇
〇
ｍ
の
区
間

）
2（
（

-2.7� -2.2� -3.0�
-3.0� -3.2� -2.0�
-2.7� -3.5� -2.0�
-2.3� -4.0� -1.8�
-2.6� -3.2� -1.8�
-2.5� -4.5� -1.9�
-2.6� -4.5� -2.5�
-2.4� -2.8� -2.5�
-2.0� -2.5� -2.3�
-2.6� -3.0� -2.3�
-2.0� -3.3� -2.0�
-2.2� -3.2� -2.2�
-2.4� -4.0� -3.0�
-2.2� -2.6� -3.2�
-2.4� -3.3� -2.3� 平　　均

表②　天満川、本川、元安川の最深部の標高

出所：�国土交通省太田川河川事務所二〇〇七年「横断
形状の比較図」をもとに筆者作成
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同
様
に
水
深
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
元
安
川
、
本
川
を

巡
航
す
る
定
員
三
八
人
の
遊
覧
船
は
、
大
潮
の
干
潮
の
と
き
、
浅
く
な
っ
て
二
時

間
程
度
運
行
し
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
中
潮
の
と
き
は
基
本
的
に
運
行
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
遊
覧
船
の
喫
水
か
ら
船
底
ま
で
は
〇
・
四
ｍ
で
あ
る

）
2（
（

。

一
九
四
五
年
八
月
六
日
は
中
潮
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
川
の
水
深
の
推
移
を
推
測
し
て
示
し
た
。
補
足
す
る
と
、
七

日
、
八
日
の
満
潮
時
の
水
位
は
六
日
よ
り
高
く
、
干
潮
時
は
低
い
。
つ
ま
り
、
干

満
差
が
大
き
い
大
潮
に
な
っ
て
い
っ
た
。

二
．
二
　
流
　
速

　

泳
ぎ
あ
る
い
は
舟
で
、
川
を
横
断
し
て
避
難
し
た
り
救
援
し
た
り
し
た
人
々
に

と
っ
て
は
、
流
速
は
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。

　

測
定
し
て
い
る
資
料
が
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、筆
者
が
概
測
し
た
。
概
測
は
、

潮
高
の
推
移
が
似
て
い
て
、
日
付
が
八
月
六
日
に
近
い
日
時
を
選
ん
で
行
っ
た
。

広
島
験
潮
所
の「
潮
汐
推
算
」は
一
般
に
精
度
が
高
い

）
2（
（

。
こ
の
広
島
験
潮
所
の「
潮

汐
推
算
」
を
調
べ
る
と
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
七
時
～
一
三
時
の
毎
時
潮
高
に

値
が
近
い
の
が
、二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
の
七
時
～
一
三
時
で
あ
っ
た（
表
④
）。

　

毎
時
潮
高
の
値
が
近
け
れ
ば
、
流
速
も
近
い
と
判
断
し
て
、
概
測
し
た
結
果
を

示
す
。
場
所
は
、
本
川
橋
と
西
平
和
大
橋
の
間
約
二
八
〇
ｍ
で
あ
る
。
測
定
方
法

は
、
本
川
橋
上
の
中
ほ
ど
か
ら
桜
の
葉
五
枚
を
川
面
に
投
下
し
、
そ
れ
ら
が
西
平

和
大
橋
に
到
着
す
る
時
間
を
測
定
し
、
そ
の
中
央
値
を
求
め
て
秒
速
・
時
速
を
算

出
し
た
。

　

精
度
の
高
く
な
い
概
測
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
満
潮
で
あ
っ
た
一
九
四
五
年
八

8/6 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時
3.23� 3.35 3.28� 2.88� 2.37� 1.90� 1.47� 1.12� 0.90� 1.12� 1.68� 2.50� 3.13�

～8/7 20時 21時 22時 23時 24時 1時 2時 3時 ４時 5時 6時 7時 8時
3.76� 4.15 4.10� 3.67� 3.14� 2.61� 2.26� 1.93� 1.74� 2.12� 2.64� 3.12� 3.47�

表③　　1945年８月６日～７日の三篠橋観測所の最深部の水深　　単位m

方法…店水深＝水位－標高、数字の太字斜字は満潮を、斜字は干潮を示す。表①をもとに筆者作成

＊�式中の数字22は三篠橋観測所から江波観測所まで、9、7、12、は三篠橋観測所から当該地点までの、�
1：25,000の地図上の距離（cm）を表す。

８月６日8：00　満潮直前の水深を次の３箇所で求めてみると、
　　　　　　　　　　　　　　（　　 水位（26）　　）－（標高）＝水深
天満川の緑大橋－観船橋………（0.85＋0.33×9／22）－（-2.00）＝2.99（ｍ）
本川の本川橋－西平和大橋……（0.85＋0.33×7／22）－（-2.50）＝3.46（ｍ）
元安川の明治橋－南大橋………（0.85＋0.33×12／22）－（-2.60）＝3.63（ｍ）

8月6日15:00　干潮直後の水深を次の3か所で同様にして求めてみると、
天満川の北広瀬橋の上下流……（－1.60＋0.25×2／22）－（-1.80）＝0.22（ｍ）
本川の本川橋－西平和大橋……（－1.60＋0.25×7／22）－（-2.50）＝0.99（ｍ）
元安川の明治橋下流側…………（－1.60＋0.25×11／22）－（-2.00）＝0.53（m）
（干潮時の船の航行可能性判断の資料ともするため、表②に表示した最深部のうちで最も浅いところを例とした。）
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谷　整二　　1945年８月６日、広島の川の状況

月
六
日
の
原
爆
爆
発
直
後
か
ら
の
こ
の
区
間
に
お
け
る
流
速
の
推
移
を
、
お
お
よ

そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
概
測
結
果
を
次
の
表
⑤
に
示
す
。
な

お
、
当
日
は
大
雨
な
ど
に
よ
る
流
量
の
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

当
日
、
並
行
し
て
本
川
橋
直
近
の
「
が
ん
ぎ
」
で
観
察
し
た
水
位
は
、
八
時
か

ら
八
時
三
〇
分
の
間
が
最
も
高
か
っ
た
の
で
（
表
⑧
参
照
）、
こ
の
地
点
の
満
潮

時
刻
は
、
そ
の
間
で
原
子
爆
弾
爆
発
時
刻
の
八
時
一
五
分
頃
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
間
の
流
速
は
表
⑤
で
見
る
と
約
一
〇
〇
〇
ｍ
／
時
で
あ
る
。
そ
し
て
九
時
以

後
に
は
時
速
二
〇
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
流
速
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
定
の
速
度
に
な

り
、
引
き
止
ま
り
に
近
づ
く
と
緩
や
か
に
減
速
し
た
。

表④　1945年８月６日と2008年７月31日の毎時潮高　　単位㎝

出所：海上保安庁　広島験潮所の「潮汐推算」

表⑤　本川（旧太田川）の流速の推移
� 200（年７月（（日７時～（（時（筆者測定）

日　時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時
1945.8.6 288 304 291 247 190 136 86
2008.7.31 285 305 299 258 197 136 82

桜葉の�
投下時刻 時　　間 秒速�

ｍ／秒
時速�
ｍ／時

７：00 測定できないので観察 ほとんど動かず
７：30 測定できないので観察 下流にわずかに動く
８：00 17分30秒 0.27�  960
８：30 12分30秒 0.37� 1300
９：00 ７分48秒 0.60� 2200
９：30 ６分27秒 0.72� 2600
10：00 ７分５秒 0.66� 2400
11：00 ７分１秒 0.67� 2400
12：00 ７分48秒 0.60� 2200
13：00 10分10秒 0.46� 1700

天　満　川 本　　　川 元　安　川
横川橋 70m→30ｍ 三篠橋 150m→70ｍ 元安橋 50m→30ｍ
北広瀬橋 70m→20ｍ 相生橋 90→60ｍ 新橋 80m→45ｍ
広瀬橋 80m→25ｍ 本川橋 85m→70ｍ 万代橋 90m→40ｍ
天満橋 50m→40ｍ 新大橋 95m→75ｍ 明治橋 80m→60ｍ
観船橋 70m→40ｍ 住吉橋 110m→95ｍ 南大橋 130m→60ｍ
観音橋 90m→50ｍ
昭和大橋 220m→50ｍ

二
．
三
　
川
　
幅

　

川
幅
（
水
面
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
の
横
断
距
離
）
も
、
避
難
や
救
援

救
護
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
元
安
川
、
本
川
、
天

満
川
の
三
つ
の
派
川
に
つ
い
て
、
上

流
か
ら
下
流
へ
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

橋
直
近
の
川
幅
の
推
定
値
を
も
と
め

た
。
そ
れ
を
表
⑥
に
示
す
。

　

表
⑥
の
川
幅
は
、
次
の
よ
う
に
し

て
求
め
た
。
矢
印
左
の
数
値
は
、
満

潮
時
に
近
い
午
前
八
時
の
川
幅
を
求

め
た
も
の
で
あ
る
。
三
篠
橋
観
測
所

の
水
位
は
〇
・
八
五
ｍ
、
江
波
観
測

所
が
一・一
八
ｍ
で
あ
っ
た
（
表
①
参

照
）。
従
っ
て
、
市
の
中
心
部
の
水
位

は
約
一
・
〇
ｍ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
川
幅
も
「
横

表⑥　広島市中心部の橋直近の川幅の推移

1945年８月６日午前８時→午後３時の推定値　筆者作成
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断
形
状
の
比
較
図
」上
で
同
標
高
約
一
・
〇
ｍ
に
お
い
て
測
っ
た
値
か
ら
求
め
た
。

　

矢
印
右
の
数
値
は
干
潮
時
に
近
い
午
後
三
時
の
川
幅
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

干
潮
時
の
水
位
は
満
潮
時
か
ら
二
・
五
ｍ
低
く
（
表
①
の
八
時
と
一
五
時
の
水
位

の
差
）、
約
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
ｍ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
横
断
形
状
比
較
図
の
約
マ

イ
ナ
ス
一
・
五
ｍ
に
お
い
て
測
っ
た
値
か
ら
同
様
に
し
て
求
め
た
。
図
①
を
参
照

す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
満
潮
時
は
平
行
な
二
直
線
間
の
距
離
を
図
上
で
測
る
よ

う
な
形
だ
か
ら
誤
差
は
小
さ
い
が
、
干
潮
時
は
図
上
で
斜
め
の
線
の
間
を
測
る
の

で
誤
差
が
大
き
い
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
の
状
況
を
知
る
た
め
に
測
っ
て
推
定
値

を
表
示
し
た
。

　

上
の
表
か
ら
川
幅
が
狭
く
な
っ
た
だ
け
川
底
が
現
れ
、
差
が
大
き
い
と
こ
ろ
は

次
第
に
広
い
川
原
と
な
っ
て
現
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

三
　
橋
・
川
岸
の
状
況

　

橋
と
川
岸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
は
、
避
難
や
救
援
・
救
護
に
影
響
を
及
ぼ
す
重

要
な
要
素
で
あ
っ
た
。

三
．
一
　
橋

　

本
小
節
で
は
橋
が
舟
の
航
行
や
川
を
流
れ
た
人
や
物
体
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
い

う
観
点
か
ら
、
橋
の
水
面
か
ら
橋
桁
ま
で
の
高
さ
と
橋
脚
間
の
距
離
に
つ
い
て
調

べ
た
。
以
下
に
、
水
面
か
ら
橋
桁
ま
で
の
高
さ
や
橋
脚
間
距
離
の
見
当
が
つ
く
写

真
と
、
筆
者
が
橋
桁
下
端
の
標
高
を
測
定
し
た
結
果
を
示
す
。

　

相
生
橋
（
爆
心
地
か
ら
約
二
〇
〇
ｍ
）
の
写
真
①
は
、昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五

年
）
頃
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
舟
や
橋
上
の
電
車
や
人
物
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、

川
面
か
ら
橋
桁
ま
で
の
距
離
や
橋
脚
間
距
離
の
見
当
が
つ
く

）
29
（

。
一
九
四
五
年
当
時

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

写
真
②
は
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
年
）
の
万
代
橋
［
爆
心
地
か
ら
九
〇
〇

ｍ
］
と
い
う
説
明
が
あ
る
、
橋
上
か
ら
飛
び
込
ん
で
も
安
全
で
あ
る
た
め
に
は
、

満
潮
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
。
子
供
の
身
長
と
比
べ
る
と
、
橋
桁

ま
で
の
高
さ
と
橋
脚
間
の
距
離
の
見
当
が
つ
く
。
原
子
爆
弾
で
も
台
風
で
も
破
壊

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
橋
の
基
本
構
造
は
一
九
四
五
年
八
月
六
日
頃
の
ま
ま
で
あ

る
）
（0
（

。

　

市
の
中
心
部
に
あ
る
五
つ
の
橋
に
つ
い
て
は
、
橋
桁
の
下
端
の
標
高
を
測
定
し

た
（
橋
桁
下
端
の
標
高
を
示
し
て
い
る
資
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
）。
そ

の
際
、
問
題
に
な
る
の
は
、
現
在
の
橋
が
一
九
四
五
年
当
時
の
橋
と
形
状
が
同
じ

写真①　戦前の相生橋
出所：『目で見る広島市の100年』郷土出版社

写真②　戦後の万代橋
出所：『ひろしま今昔』
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谷　整二　　1945年８月６日、広島の川の状況

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
橋
は
す
べ
て
架
け
替
え
ら
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
旧
橋
と
現
橋
を
対
比
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
国
道

で
あ
る
相
生
橋
は
、
比
較
で
き
る
平
面
図
、
正
面
図
、
断
面
図
等
が
あ
る

）
（（
（

。
そ
れ

に
よ
る
と
、
大
き
く
拡
幅
さ
れ
て
い
る
が
橋
桁
下
端
の
標
高
に
差
異
は
見
当
た
ら

な
い
。
一
方
、市
道
で
あ
る
他
の
四
橋
の
図
面
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

文
献
の
説
明
文
や
、
写
真
な
ど
に
よ
っ
て
推
測
し
た
。
こ
れ
ら
の
四
橋
の
う
ち
、

本
川
橋
は
橋
脚
が
元
の
ま
ま
で
あ
る
。
元
安
橋
は
、
元
の
橋
を
再
現
し
た
デ
ザ
イ

ン
で
架
け
替
え
ら
れ
て
い
る
。
平
和
大
橋
は
木
造
、
西
平
和
大
橋
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
橋
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
純
鋼
鈑
桁
橋
に
架
け
替
え
ら
れ

た
）
（2
（

。
こ
れ
ら
四
橋
は
、
写
真
③
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
、
橋
桁
下
端
の

勾
配
は
小
さ
く
、
旧
橋
よ
り
橋
桁
下
端
の
標
高
が
高
く
な
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
し
た
が
っ
て
、
現
橋
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
爆
爆
発
時
の
橋
桁
下

端
の
標
高
を
あ
る
程
度
再
現
で
き
る
と
判
断
し
た
。
な
お
、
万
代
橋
は
形
状
に
変

化
が
み
ら
れ
、
橋
桁
下
端
の
標
高
が
高
く
な
っ
た
と
判
断
し
て
除
い
た
。

　

測
定
方
法
は
、①
、巻
き
尺
を
橋
端
か
ら
川
面
に
垂
ら
し
て
距
離
を
測
定
す
る
。

②
、
巻
き
尺
を
橋
端
か
ら
橋
桁
の
下
端
ま
で
垂
ら
し
て
距
離
を
測
定
す
る
。
③
、

①
の
値
か
ら
②
の
値
を
引
く
と
川
面
か
ら
橋
桁
下
端
ま
で
の
距
離
が
で
る
。
④
、

③
で
得
た
値
に
別
に
計
算
し
た
そ
の
地
点
の
そ
の
時
刻
の
川
面
の
標
高
を
加
え
て

測
定
地
点
の
橋
桁
下
端
の
標
高
を
得
た
。
一
つ
の
橋
で
三
か
所
を
測
定
し
た
。
即

ち
、
橋
の
東
と
西
の
端
か
ら
中
央
向
き
に
一
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
と
橋
の
中
央
の
三
か

所
で
あ
る
。
表
⑦
に
五
橋
の
測
定
結
果
を
示
す
。

　

測
定
し
た
結
果
を
み
る
と
、
橋
桁
下
端
の
標
高
は
三
・
七
二
ｍ
～
五
・
三
三
ｍ
で

あ
る
。
太
田
川
に
橋
を
新
設
す
る
場
合
の
現
在
の
国
土
交
通
省
の
基
準
は
四
・
四

写真③　中心部四橋の橋桁下端の形状
2008年８月27日　筆者撮影

本川橋

元安橋

平和大橋

西平和大橋
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ｍ
以
上
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
基
準

に
合
致
す
る
の
は
上
記
五
橋
で

は
相
生
橋
の
み
で
あ
る
。ま
ず
、

市
の
中
心
部
の
橋
は
、
現
在
の

基
準
か
ら
す
る
と
、
標
高
の
低

い
橋
が
多
い
と
い
え
る
。ま
た
、

原
爆
爆
発
時
に
近
い
八
月
六
日

午
前
八
時
に
は
、
水
面
か
ら
橋

桁
下
端
ま
で
の
距
離
は
、
表
の

Ⓔ
欄
に
表
示
し
た
よ
う
に
橋
の

中
央
で
約
三
・
〇
ｍ
～
四
・
四
ｍ

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

三
．
二
　
川
　
岸

　

川
岸
が
安
全
な
場
所
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
避
難
者
に
と
っ

て
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。

川
岸
を
下
り
る
こ
と
が
出
来
た

の
か
、下
り
て
避
難
し
た
と
き
、

背
が
立
っ
た
の
か
、
火
災
か
ら

逃
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
、

と
い
う
疑
問
を
も
ち
な
が
ら
当

時
の
川
岸
付
近
の
状
況
を
知
る
手
が
か
り
を
さ
が
し
、「
が
ん
ぎ
」
に
着
目
し
た
。

一
九
四
五
年
当
時
の
相
生
橋
～
新
大
橋
の
右
岸
の
川
岸
の
写
真
④
を
見
る
と
、
約

六
〇
〇
ｍ
間
に
川
に
降
り
る
石
段
が
二
〇
数
か
所
見
え
る
。こ
れ
ら
は
、「
が
ん
ぎ
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
私
用
の
「
が
ん
ぎ
」
は
市
の
中
心
部
の
他
の
川
岸
で
も
、
当
時

は
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
私
用
の
多
数
の
小
さ
な
「
が
ん
ぎ
」
よ
り
ほ
か
に
、

原
爆
ド
ー
ム
前
の
川
岸
に
は
当
時
も
現
在
も
同
じ
よ
う
な
広
い
大
き
な
石
段
が
あ

り
石
段
の
両
端
に
は
石
積
み
が
あ
る（
写
真
⑤
）。こ
れ
は
私
用
で
な
い
大
型
の「
が

ん
ぎ
」
の
一
例
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
私
用
、
共
用
の
大
小
の
「
が
ん
ぎ
」
の
存
在
は
太
田
川
が
物
や
人
の

交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
原
子
爆
弾
に
被
災
し
た
多
く
の

人
々
が
川
に
避
難
し
た
が
、
市
街
中
心
部
で
は
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
「
が
ん

ぎ
」
に
避
難
し
た
人
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
川
は
満
潮
で
水
深
は
深

橋 爆心地から
距離ｍ

Ⓐ西端から
10ｍ Ⓑ中　央 Ⓒ東端から

10ｍ
Ⓓ６日８時
の水位

Ⓔ６日８時の水面
からの距離ｍ�
（Ⓑ中央）

相　生　橋 200 4.73� 5.33� 5.12� 0.93� 4.43�
本　川　橋 350 4.01� 4.25� 3.99� 0.95� 3.30�
西平和大橋 550 4.05� 4.53� 4.00� 0.97� 3.56�
元　安　橋  70 4.33� 4.27� 4.38� 0.94� 3.33�
平 和 大 橋 500 3.72� 3.97� 3.78� 0.97� 3.00�

表⑦　橋桁下端の標高　　2008.1.2　16：00～17：30　筆者測定　　単位ｍ　T.P. 値

・ⒶⒷⒸ　の求め方・・・水面から橋桁下端までの距離＋水位（26）である。
・Ⓓの水位は、表②と同様にして三篠橋観測所と江波観測所の水位から算出した。
・Ⓔ＝Ⓑ－Ⓓとして求めた。
・「爆心地からの距離ｍ」は筆者が地図上で橋の中央までの距離を測って換算した。

写真④　相生橋～新大橋右岸の「がんぎ」
出所：『広島原爆戦災誌』付録（二）林重男氏撮影

写真⑤（33）　原爆ドーム前の大きな「がんぎ」
出所：�広島大学原爆放射線医科学研究所蔵
　　　1945年11月23日米軍撮影
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谷　整二　　1945年８月６日、広島の川の状況

い
と
こ
ろ
で
は
三
ｍ
以
上
あ
っ
た
。
川
岸
近
く
で
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
以

下
の
よ
う
に
横
断
形
状
比
較
図
と
現
地
観
察
に
よ
っ
て
推
察
し
た
。

　

写
真
⑥
の
１
は
本
川
橋
～
新
大
橋
間
約
二
七
〇
ｍ
の
右
岸
で
あ
り
、
図
①
の
横

断
形
状
比
較
図
で
は
、
例
示
し
た
本
川
の
上
の
図
が
写
真
の
中
央
辺
り
を
横
断
し

た
図
で
あ
る
。
こ
の
図
は
縦
対
横
＝
一
対
二
五
で
あ
り
、
Ｔ
・
Ｐ
・
〇
ｍ
付
近
に

棚
の
よ
う
な
部
分
や
傾
斜
が
見
ら
れ
る
。こ
れ
を
現
地
で
観
察
す
る
と
、「
が
ん
ぎ
」

が
あ
り
（
現
在
も
川
の
中
央
向
き
に
幅
約
三
ｍ
の
石
段
で
、
川
床
ま
で
一
〇
数
段

あ
る
「
が
ん
ぎ
」
が
、
六
か
所
あ
る
。
写
真
で
手
前
右
に
見
え
る
「
が
ん
ぎ
」
は

六
か
所
の
う
ち
上
流
か
ら
二
番
目
の
も
の
で
あ
る
）。
降
り
た
と
こ
ろ
に
は
、
川

岸
下
縁
に
沿
っ
て
狭
長
な
平
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
川
の
中
央
寄
り
に
捨
て
石
が
川

岸
に
沿
っ
て
連
な
っ
て
お
り
、
そ
の
幅
は
川
岸
下
縁
か
ら
捨
て
石
の
端
ま
で
三
ｍ

～
三
・
五
ｍ
で
あ
る
（
写
真
⑥
の
１
）。
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
河
岸
改
良
工
事

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
工
事
に
よ
っ
て
川
岸
下
縁
の
標
高
が
少
し
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
写
真
⑥
の
２
）
は
、
図
①
の
横
断
形
状
比

較
図
で
は
元
安
川
の
二
つ
の
図
の
中
間
地
点
の
左
岸
で
あ
る
。
現
場
の
川
岸
の
下

は
、「
が
ん
ぎ
」
直
下
に
わ
ず
か
の
捨
石
が
あ
る
の
み
で
自
然
な
砂
地
の
緩
や
か

な
傾
斜
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
標
高
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
工
事
に

よ
る
標
高
の
変
化
は
、
結
果
を
得
て
考
慮
す
る
こ
と
に
し
て
、
次
の
観
察
を
行
っ

た
。

　

原
子
爆
弾
爆
発
時
に
お
け
る
本
川
の
「
が
ん
ぎ
」
直
近
の
水
深
を
知
ろ
う
と
し

た
。
こ
れ
は
「
横
断
形
状
比
較
図
」
上
で
は
平
行
に
近
い
二
直
線
の
交
点
を
求
め

る
よ
う
な
作
業
に
な
っ
て
図
上
で
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
潮
高
の
推
移
が
近
似

し
て
い
る
二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
の
七
：
〇
〇
～
一
三
：
〇
〇
に
、
流
速
の
測

定
と
並
行
し
て
、
現
地
で
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
表
④
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
午

前
八
時
の
潮
高
の
値
は
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
が
三
〇
四
㎝
で
二
〇
〇
八
年
七

月
三
一
日
が
三
〇
五
㎝
と
近
似
し
て
い
る
の
で
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
水
位

が
再
現
で
き
る
と
判
断
し
て
、
二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
に
「
が
ん
ぎ
」
を
観
察

し
た
結
果
を
次
の
表
⑧
に
示
す
。

　

こ
の
表
⑧
を
見
る
と
、
潮
に
浸
か
っ
て
い
た
「
が
ん
ぎ
」
の
石
段
の
段
数
は
斜

字
の
数
値
が
最
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
の
満
潮
時
刻
は
八
：
〇
〇
～

八
：
三
〇
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
満
潮
時
に
、本
川
橋
直
近
の
左
岸
の
「
が
ん
ぎ
」

は
二
〇
段
（
一
段
約
一
九
㎝
）
の
う
ち
一
四
・
八
段
が
、
右
岸
の
「
が
ん
ぎ
」
は

石
段
一
五
段
（
一
段
約
二
四
㎝
）
の
う
ち
一
一
・
七
段
が
川
面
よ
り
上
に
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
水
中
の
「
が
ん
ぎ
」
の
石
段
を
、
五
・
二
段
（
約
一
〇
〇
㎝
）、
三
・

三
段
（
約
八
〇
㎝
）
下
り
れ
ば
、
川
床
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
四
五
年
八

干潮時の本川橋～西平和大橋の右岸
写真⑥の１　川岸下縁と捨石　

2008年８月27日筆者撮影

干潮時の元安橋～平和大橋の左岸
写真⑥の２　川岸下縁と砂地

2008年８月27日筆者撮影
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月
六
日
当
日
も
、
こ
れ
ら

の
「
が
ん
ぎ
」
近
く
の
場

所
の
多
く
は
、
一
九
四
五

年
以
後
の
護
岸
工
事
に
よ

る
変
化
を
考
慮
し
て
も
、

水
中
で
は
大
人
は
背
が
立

ち
、
ま
た
、
水
面
よ
り
上

は
避
難
場
所
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　
「
が
ん
ぎ
」
よ
り
ほ
か

に
、
一
九
四
五
年
八
月
六

日
当
時
の
川
岸
の
状
況
で

留
意
す
べ
き
は
、
現
在
は

川
土
手
や
橋
詰
に
建
造
物
が
な
い
が
、
当
時
は
建
造
物
が
川
岸
の
際
や
橋
詰
近
く

ま
で
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
写
真
⑦
は
戦
前
の
相
生
橋
付
近
（
右
の
下

流
に
元
安
橋
、
左
の
下
流
に
本
川
橋
の
一
部
が
見
え
る
）
を
飛
行
機
か
ら
撮
影
し

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
川
岸
や
橋
詰
の
際
ま
で
建
造
物
が
あ
る
様
子
が
見
ら
れ

る
。
一
九
四
五
年
当
時
も
川
岸
は
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
建
造
物
が
崩
壊
し
、
火
災
が
発
生
し
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
状
況
が
生

じ
た
で
あ
ろ
う

）
（（
（

。
ま
た
破
壊
さ
れ
て
崩
落
し
た
建
造
物
の
破
片
の
一
部
は
満
潮
の

川
に
落
ち
、
水
に
沈
む
瓦
な
ど
は
川
底
に
沈
み
、
水
に
浮
く
建
造
物
の
破
片
は
流

さ
れ
て
い
き
、
半
落
橋
し
た
新
橋
や
本
川
橋
に
は
こ
れ
ら
の
浮
遊
物
が
滞
留
し
た

と
思
わ
れ
る
。
ど
の
橋
に
お
い
て
も
、
多
く
の
浮
遊
物
が
漂
流
通
過
し
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
際
、
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
元
安
橋
、
横
川
橋
～
横
川
新
橋
お
よ
び

天
満
橋
な
ど
は
他
所
よ
り
浮
遊
物
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う

）
（（
（

。
た
だ
し
、

原
子
爆
弾
爆
発
の
影
響
力
を
考
慮
す
る
と
、
長
大
な
浮
遊
物
が
多
く
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
の
で
、
そ
の
他
の
中
心
部
の
橋
は
、
橋
脚
間
の
距
離
と
橋
桁
下
端
ま

で
の
距
離
か
ら
し
て
、
橋
脚
間
を
せ
き
止
め
た
り
す
る
可
能
性
は
低
く
、
舟
は
橋

の
中
ほ
ど
の
橋
脚
間
を
航
行
で
き
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
川
で
の
避
難
や
救
援
・
救
護
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
川

の
状
況
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
目
的
を
達
成
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
再
現
し
た
諸
条
件
を
、「
は
じ
め
に
」
の
と
こ
ろ
で
例
示
し
た
証
言
や
文

献
記
述
に
対
応
さ
せ
て
み
る
。

観察
時刻

潮に浸かっていた「がんぎ」
の段数と捨石など

左岸は全20段
のうち

右岸は全15段
のうち

７：00 4.4� 2.8�
７：30 4.7� 3.0�
８：00 5.0� 3.2�
８：30 5.2� 3.3�
９：00 4.9� 3.0�
９：30 3.4� 2.0�
10：00 2.2� 1.0�

11：00

0.0
20段全部と狭
長な面および
捨石上面すべ
て露出

0.0
15段全部と狭
長な面および
捨石の一部が
露出

12：00 捨石中段露出 捨石中段露出

13：00 捨石下端まで
露出

捨石下端、河
原5m幅露出

表⑧　本川橋下
しも

側「がんぎ」
直近の水深 　

� 2008.7.31　7：00～ 13：00　　筆者観測

写真⑦　戦前の相生橋
出所：『広島の記録』７頁　
　　　�昭和11年５月20日　中国新聞社機撮影
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（
前
略
）
川
の
中
は
数
え
切
れ
ぬ
死
体
が
浮
い
て
い
る
。（
後
略
）

　
（
前
略
）
太
田
川
、
元
安
川
等
各
川
に
浮
か
ぶ
無
数
の
死
体
、（
後
略
）

　
（
前
略
）
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
数
千
の
焼
死
体
。（
後
略
）

　
（
前
略
）
川
に
も
水
面
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
死
体
が
浮
い
て
い
ま
し
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
証
言
は
、
原
爆
爆
発
直
後
で
あ
る
と
す
る
と
、
満
潮
で
最
深
部
が
三

ｍ
前
後
あ
っ
た
水
深
（
表
③
の
と
こ
ろ
に
示
し
た
三
例
参
照
）、
九
時
過
ぎ
に
は

川
の
中
央
表
層
部
で
は
時
速
二
、〇
〇
〇
ｍ
を
超
え
て
い
っ
た
流
速
（
表
⑤
）、

五
〇
ｍ
～
一
〇
〇
ｍ
以
上
の
川
幅
（
表
⑥
）、
川
岸
近
く
は
背
が
立
っ
た
（
表
⑧
）

と
い
う
、
諸
条
件
な
ど
と
の
整
合
性
に
疑
問
が
残
る
。
他
方
、
一
九
五
〇
年
の
「
原

爆
体
験
記
募
集
原
稿
」、『
生
死
の
火　

広
島
大
学
原
爆
被
災
誌
』
お
よ
び
『
い
し

ぶ
み
』
に
、
そ
の
よ
う
な
記
述
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、
本
稿
で
再

現
し
た
結
果
と
矛
盾
し
な
い
。
六
日
一
五
時
以
降
で
あ
る
と
す
る
と
、
干
潮
か
ら

満
ち
潮
に
な
っ
て
障
碍
物
に
よ
っ
て
滞
留
し
て
い
た
死
体
が
上
流
に
拡
散
し
、
あ

る
い
は
川
原
や
「
が
ん
ぎ
」
に
避
難
し
た
の
ち
死
亡
し
た
人
の
死
体
が
満
ち
潮
に

よ
っ
て
浮
動
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
六
日
二
一
時
の
満
潮
の
水
位
は
、
六
日

八
時
の
満
潮
の
水
位
よ
り
〇
・
八
ｍ
高
く
、
七
日
、
八
日
の
干
満
差
は
六
日
よ
り

大
き
い
。
ま
た
、
沈
ん
で
い
た
死
体
が
浮
上
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件

が
重
な
っ
て
、
干
潮
か
ら
満
ち
潮
に
移
行
し
た
八
月
六
日
一
五
時
以
降
の
日
時
に

お
い
て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
多
く
の
死
体
が
浮
游
す
る
状
況
を
現
出
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

�（
前
略
）「
８
時
50
分
…
…
主
力
を
以
っ
て
京
橋
川
を
遡
行
、
救
難
に
任
ぜ
し
め

た
。
…
…
９
時
30
分
…
…
救
難
艇
３
隻
を
以
っ
て
元
安
川
を
遡
行
、
救
難
に
任

ぜ
し
め
た
。
10
時
40
分
…
…
機
動
つ
き
艀
舟
４
隻
を
元
安
川
南
大
橋
付
近
に
出

し
救
難
に
任
ぜ
し
め
た
。」（
後
略
）

　

こ
の
記
述
は
、
水
深
、
流
速
、
川
幅
及
び
橋
、
川
岸
を
概
観
し
た
結
果
と
整
合

す
る
。

　

�（
前
略
）「（
18
：
00
）
に
な
り
太
田
川
の
水
深
が
少
な
く
と
も
1.50
ｍ
以
上
に
な

ら
な
け
れ
ば
残
念
な
が
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

原
爆
投
下
か
ら
舟
艇
隊
の
行
動
を
起
す
ま
で
の
９
時
間
45
分
間
は
ど
う
す
る
こ

と
も
出
来
ず
、
手
を
拱
ね
て
（
マ
マ
）
い
る
他
な
か
っ
た
。」（
後
略
）

　

こ
の
記
述
は
、
水
深
の
推
測
結
果
と
合
致
し
な
い
。

　

と
、本
稿
の
再
現
結
果
と
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
で
き
、避
難
や
救
援
・

救
護
の
実
態
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
は
、
あ
る
程
度
達
せ
ら
れ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
よ
り
精
度
の
高
い
調
査
結
果
が
多
面

的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

再
現
し
た
諸
条
件
に
照
ら
し
て
、
川
の
状
況
が
避
難
や
救
援
・
救
護
に
及
ぼ
し

た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、満
潮
の
川
は
避
難
の
進
路
を
遮
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
当
時
は
川
岸
の
際
ま
で
建
物
が
あ
っ
た
た
め
、
崩
壊
し
て
火
災
が
発
生
し

た
こ
と
に
よ
り
、
私
用
の
小
さ
な
「
が
ん
ぎ
」
や
川
の
中
に
避
難
し
た
人
々
の
被

害
を
大
き
く
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
橋
を
渡
ろ
う
と
し
た
ら
、
橋
詰
の
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際
ま
で
建
物
が
建
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
崩
壊
し
て
火
災
が
発
生
し
、
渡
橋
に
支
障

を
き
た
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
被
害
を
大
き
く
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
は
逆
に
、

三
篠
橋
東
詰
の
川
上
一
帯
は
土
手
に
な
っ
て
い
て
桜
の
名
所
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
川
土
手
に
は
被
災
し
た
多
く
の
人
が
避
難
で
き
た
。
ま
た
、
満
潮
で
あ
っ

て
も
川
岸
近
く
に
は
背
の
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
川
は
火
災
か
ら
逃
れ
る
場
所

と
な
り
、
水
に
浸
か
っ
て
火
災
を
避
け
、
準
備
さ
れ
て
い
た
舟
や
筏
で

）
（（
（

、
あ
る
い

は
泳
い
で
、
被
災
地
域
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
水
位
が
下
が
る
と
共
に

川
原
の
砂
地
が
避
難
場
所
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
川
の
状
況
は
、
避
難
に
お
い

て
は
被
害
を
増
大
し
た
側
面
も
被
害
を
抑
制
し
た
側
面
も
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

水
深
の
推
移
や
橋
の
調
査
結
果
は
、
川
岸
や
川
原
に
避
難
し
た
人
々
を
舟
艇
で

救
出
す
る
こ
と
が
、
市
街
中
心
部
に
お
い
て
は
、
天
満
川
の
一
部
の
干
潮
時
を
除

い
て
、
常
時
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
半
落
橋
し
た
本
川
橋
と

新
橋
に
は
滞
留
物
が
多
く
、
通
過
に
は
困
難
が
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
暁
部
隊

の
舟
艇
や
民
間
の
舟
が
消
火
、
救
援
・
救
護
、
捜
索
の
た
め
市
の
中
心
部
に
入
っ

て
い
た
と
い
う
多
く
の
証
言
や
文
献
記
述
は
再
現
し
た
状
況
に
合
致
し
た
。
被
爆

後
に
お
い
て
、
陸
上
で
は
、
市
の
中
心
部
が
壊
滅
し
て
炎
上
し
、
交
通
に
困
難
が

生
じ
た
。
川
で
も
、
一
部
に
困
難
が
生
じ
た
の
で
、
限
定
的
で
は
あ
っ
た
が
、
舟

艇
は
航
行
で
き
て
救
援
・
救
護
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
客
観
的
な
条
件
に
照
ら
し
て
資
料
を
検
証
す
れ
ば
、
そ
の
範
囲
で
避

難
や
救
援
・
救
護
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
再
構
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
示
し

た
。
本
稿
が
再
現
し
た
状
況
に
照
ら
す
と
、
例
示
し
て
検
証
し
た
証
言
や
文
献
記

述
以
外
の
証
言
・
文
献
記
述
に
お
い
て
も
、
判
断
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
適
用
例

を
一
つ
挙
げ
る
と
、『
い
し
ぶ
み
』
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

　

�「
午
後
三
時
ご
ろ
、新
大
橋
の
下
の
川
原
で
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

荒
縄
で
背
負
い
、
土
手
に
上
が
ろ
う
と
し
た
と
き
、
大
竹
の
近
く
の
人
が
、
下

流
か
ら
舟
で
上
が
っ
て
き
て
、
肉
親
を
探
し
て
お
ら
れ
る
の
に
会
い
、
そ
の
方

の
せ
わ
で
遺
体
を
舟
に
乗
せ
て
帰
り
ま
し
た

）
（（
（

。」

　

こ
れ
は
、
八
月
六
日
当
日
、
干
潮
の
最
中
に
、
大
竹
か
ら
海
上
三
〇
㎞
余
を
航

行
し
て
き
た
船
が
、
爆
心
地
近
く
ま
で
、
遡
上
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
本
稿
の
再
現
結
果
と
具
体
的
に
対

応
さ
せ
て
み
る
と
、
現
場
に
行
く
に
は
爆
心
地
か
ら
約
一
・
五
㎞
南
に
あ
る
住
吉

橋
の
下
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
の
川
幅
＝
水
面
は
約
九
五
ｍ
で
橋

中
央
部
の
橋
脚
間
を
船
が
航
行
で
き
た
可
能
性
は
大
き
く
、現
場
の
新
大
橋
下し

も（
爆

心
地
か
ら
約
六
〇
〇
ｍ
）
の
午
後
三
時
の
最
深
部
の
水
深
は
、
表
③
の
と
こ
ろ
に

示
し
た
式
に
表
①
、
②
の
数
値
を
入
れ
て
計
算
す
る
と
一
・
四
九
ｍ
、
ま
た
、
河

口
か
ら
新
大
橋
ま
で
で
最
深
部
が
最
も
浅
い
と
こ
ろ
は
同
様
に
し
て
一
・
〇
六
ｍ

と
な
り
、
誤
差
を
見
込
ん
で
も
小
さ
な
漁
船
で
あ
れ
ば
航
行
で
き
た
可
能
性
は
大

で
あ
る
、
と
い
う
検
証
結
果
が
得
ら
れ
る
。
調
査
結
果
が
よ
り
精
度
の
高
い
も
の

に
な
り
、
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
れ
ば
、
避
難
や
救
援･

救
護
の
実
態

さ
ら
に
は
被
爆
実
態
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
再
構
成
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
本
稿

は
、
そ
の
新
た
な
方
向
を
提
示
し
た
。

　

本
稿
が
再
現
し
た
状
況
は
、
被
爆
の
全
体
像
か
ら
す
る
と
ご
く
一
部
で
あ
る
。
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そ
の
こ
と
は
、
様
々
な
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
さ
れ
た
資
料
が
提
供
さ
れ
続
け
る

こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
後
、
客
観
的
な
状
況
が
多
面
的

に
再
現
さ
れ
、
具
体
的
な
実
態
が
一
つ
一
つ
解
明
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
避
難
や
救

援
・
救
護
の
実
態
、
さ
ら
に
は
被
爆
実
態
の
全
体
像
が
客
観
的
に
総
合
的
に
再
構

成
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
原
爆
投
下
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
述
べ
る
に
し
て
も
、
実
態
を
離
れ
て
は
根
拠
の
な
い
こ
と
に
な
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
実
態
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
調
査
・
研
究
に
課
さ
れ
て
い
る

課
題
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
端
で
あ
る
避
難
の
実
態
を
さ
ら
に
一
歩
明

ら
か
に
す
る
の
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

註（
１
）
放
射
線
影
響
研
究
所
『
広
島
お
よ
び
長
崎
に
お
け
る
原
子
爆
弾
放
射
線
被
曝
線
量

の
再
評
価　

線
量
評
価
シ
ス
テ
ム2002D

S02

』
二
〇
〇
六
年
上
巻
ⅺ
に
記
載
）。

（
２
）
日
本
学
術
会
議
原
子
爆
弾
災
害
調
査
研
究
報
告
書
刊
行
委
員
会
編
『
原
子
爆
弾
災

害
調
査
研
究
報
告
書
』
総
括
編
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
一
年
）
一
八
～

一
九
頁
参
照
。

（
３
）
広
島
市
社
会
局
『
原
爆
被
害
者
実
態
調
査
事
業
報
告
書
』（
広
島
市
、一
九
九
九
年
、

四
八
頁
）
表
２

－（
１
）
参
照
。
直
接
被
爆
者
で
あ
っ
て
、
被
爆
地
が
爆
心
地
か

ら
二
㎞
以
内
の
人
数
と
、
氏
名
は
確
認
で
き
る
が
被
爆
し
た
場
所
が
確
認
で
き
な

い
「
市
内
不
詳
」
者
の
人
数
部
分
の
合
計
が
二
四
万
五
四
四
五
人
で
、
同
表
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
区
分
の
被
災
者
数
に
二
二
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
八
月
六
日
の
死

亡
率
を
乗
じ
た
値
の
和
が
五
万
一
八
七
七
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
記
資
料
を
も

と
に
筆
者
算
出
。
本
書
は
軍
人
の
被
災
者
を
一
部
含
ま
な
い
集
計
。

（
４
）
広
島
市
役
所
『
広
島
原
爆
戦
災
誌
』
第
二
巻
（
広
島
市
、
一
九
七
一
年
）
一
二
～

一
七
頁
、
合
衆
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
『
広
島
に
対
す
る
原
子
爆
弾
の
効
果
』
第
三

巻
第
一
分
冊
六
二
～
一
一
二
頁
、
米
国
国
立
文
書
館
所
蔵
、
国
土
地
理
院
複
製
評

定
図
一
九
四
五
年
七
月
二
五
日
付
け
、5M

335-1

の
航
空
図
。

（
５
）
宇
吹
暁
『
原
爆
手
記　

掲
載
図
書
・
雑
誌　

総
目
録
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、

一
九
九
九
年
）。

（
６
）
日
本
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
「
原
爆
被
害
者
調
査
」
一
九
八
五
の
デ
ー
タ
を
年
、

松
尾
雅
嗣
「
漢
字
テ
ク
ス
ト
検
索
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｒ
」（
一
九
九
一
年
、二
〇
〇
三
年
）

で
広
島
直
爆
「
死
体
」
で
検
索
。
一
二
〇
七
件
中
筆
者
の
判
断
で
は
六
二
件
該
当

記
述
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
代
表
的
な
四
件
を
例
示
し
た
。

（
７
）
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
、
一
六
四
篇
。
川
一
面
に
死
体
が
浮
い
て
い
た
記
述
は
、

代
筆
の
一
篇
に
み
ら
れ
る
。

　

 　

広
島
大
学
原
爆
死
没
者
慰
霊
行
事
委
員
会
編
『
生
死
の
火　

広
島
大
学
原
爆
被
災

誌
』（
広
島
大
学
、
一
九
七
五
年
）。
手
記
七
七
篇
中
被
爆
直
後
は
一
九
八
頁
の
一

か
所
に
み
ら
れ
る
。

　

 　

広
島
テ
レ
ビ
放
送
編
『
い
し
ぶ
み�

広
島
二
中
一
年
生
全
滅
の
記
録
』（
ポ
プ
ラ
社
、

一
九
七
〇
年
）。
被
爆
直
後
に
川
に
は
い
っ
た
教
員
と
生
徒
三
七
名
、
そ
の
後
川

か
ら
出
た
教
員
と
生
徒
二
八
名
（
い
ず
れ
も
筆
者
数
え
る
）
の
こ
と
も
氏
名
と
と

も
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
川
一
面
に
死
体
が
浮
い
て
い
た
と
い
う
状
況
の
記
述

は
見
当
た
ら
な
い
。

（
８
）
広
島
市
役
所
編
『
広
島
原
爆
戦
災
誌
』
一
巻
（
広
島
市
、
一
九
七
一
年
）
二
二
二

頁
か
ら
二
二
四
頁
。

（
９
）
宍
戸
幸
輔
著
『
広
島
原
爆
の
疑
問
点
』（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
、
一
九
九
一
年
）
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一
五
五
頁
。

（
10
）
建
設
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
『
太
田
川
史
』（
建
設
省
中
国
地

方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
、
一
九
九
三
年
）
六
五
頁
、
七
七
頁
を
参
照
。

（
11
）
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
『
太
田
川
河
川
事
務
所
事
業

概
要
』（
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
、
二
〇
〇
三
年
）

九
頁
と
前
掲
『
太
田
川
史
』
七
五
頁
を
参
照
。

（
12
）
広
島
市
『
広
島
新
史
』
資
料
編
Ⅲ
地
図
編
（
広
島
市
、
一
九
八
四
年
）。「
Ⅰ
市
街

発
展
図
」と
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
調
査
設
計
課「
太

田
川
下
流
平
面
図
」（
二
〇
〇
五
年
度
撮
影
、
二
〇
〇
六
年
度
修
正
）
を
参
照
。

（
13
）
建
設
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
『
太
田
川
改
修
三
〇
年
史
』（
建

設
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
、
一
九
六
三
年
）
参
照
。

（
14
）
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
「
横
断
形
状
の
比
較
図
」

二
〇
〇
七
年
。

（
15
）
海
上
保
安
庁
の
一
九
四
五
年
八
月
六
日
と
二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
の
「
潮
流
推
算
」

に
お
い
て
、
一
時
間
ご
と
に
地
図
上
に
示
さ
れ
て
い
る
瀬
戸
内
海
全
体
お
よ
び
広

島
湾
の
潮
流
の
推
移
を
比
較
（
左
図
は
九
時
の
比
較
）。

（
16
）
国
立
天
文
台
の
デ
ー
タ
に
よ
る
（
直
前
の
新
月
が
七
月
九
日
二
二
時
三
六
分
よ
り

算
出
）。

（
17
）
理
科
年
表
二
〇
〇
二
年
版
に
記
載
（
直
前
の
新
月
が
七
月
一
〇
日
一
九
時
二
六
分

よ
り
算
出
）。

（
18
）「
気
象
月
表
原
簿
」
昭
和
二
〇
年
八
月
よ
り
換
算
、763.6m

m
H
g

×13.5951

×

980.665

×10
-4

（
19
）
北
緯
三
四
度
二
四
分
二
六
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
七
分
二
六
秒
、T

.P.�-0.500m

、

一
九
五
七
年
観
測
開
始
。

（
20
）
北
緯
三
四
度
二
一
分
四
二
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
五
分
五
六
秒
、T

.P.�-0.040m

、

一
九
五
四
年
観
測
開
始
。

（
21
）
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
海
洋
情
報
部
広
島
験
潮
所
（
北
緯
三
四
度
二
一
分
一
一

秒
、
東
経
一
三
二
度
二
七
分
五
三
秒
、
一
九
五
〇
年
観
測
開
始
）。

（
22
）
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
広
島
験
潮
所
フ
ァ
イ
ル
「
広
島
験
潮
所
」
の
広
島
常
設

験
潮
所
基
準
測
定
成
果
（
調
製
年
月
日
平
成
一
四
年
五
月
）
に
記
載
。

（
23
）
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
太
田
川
河
川
事
務
所
「
横
断
形
状
の
比
較
図
」

二
〇
〇
七
年
。「
天
満
川
平
面
図
」「
天
満
川
横
断
形
状
の
比
較
図（
経
年
変
化
）」。

（
24
）
太
田
川
河
川
事
務
所
「
旧
太
田
川
平
面
図
」「
旧
太
田
川
横
断
形
状
の
比
較
図
（
経

年
変
化
）」。

（
25
）
太
田
川
河
川
事
務
所
「
元
安
川
平
面
図
」「
元
安
川
横
断
形
状
の
比
較
図
（
経
年

変
化
）」。

（
26
）
三
篠
橋
観
測
所
は
爆
心
地
に
最
も
近
い
（
北
へ
一
・
四
㎞
）
観
測
所
で
あ
る
。
江

波
観
測
所
は
、
爆
心
地
を
は
さ
ん
で
、
三
篠
橋
観
測
所
か
ら
南
へ
五
㎞
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
①
に
み
ら
れ
る
水
位
の
差
は
、
距
離
に
比
例
し
て
い
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谷　整二　　1945年８月６日、広島の川の状況

る
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
他
の
場
所
の
水
位
も
推
測
で
き
る
。
即
ち
、
個
々
の
地

点
の
水
位
は
、
三
篠
橋
観
測
所
の
水
位
＋（
江
波
観
測
所
の
水
位
マ
イ
ナ
ス
三
篠

橋
観
測
所
水
位
）×（
三
篠
橋
観
測
所
か
ら
当
該
地
点
ま
で
の
距
離
÷
三
篠
橋
観
測

所
か
ら
江
波
観
測
所
ま
で
の
距
離
）。
当
該
地
点
を
東
西
に
平
行
移
動
し
て
三
篠

橋
観
測
所
と
江
波
観
測
所
を
結
ぶ
直
線
上
に
あ
る
と
仮
定
す
る
と
求
め
ら
れ
る
。

（
27
）
株
式
会
社
ア
ク
ア
ネ
ッ
ト
広
島　

取
締
役
岡
野
圭
輔
氏
か
ら
聴
き
取
り
。

（
28
）「
潮
汐
・
潮
流
表
の
説
明
一
」
海
上
保
安
庁
水
路
部
編
『
潮
汐
表
』（
平
成
二
〇
年

第
一
巻
、
書
誌
第
七
八
一
号
）
所
収
。

（
29
）
郷
土
出
版
社
『
目
で
見
る
広
島
市
の
一
〇
〇
年
』（
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）

六
一
頁
。

（
30
）
合
衆
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
『
広
島
に
対
す
る
原
子
爆
弾
の
効
果
』（
第
三
巻
第
一

分
冊
、
一
九
八
三
年
）。
六
三
頁
「
不
燃
性
橋
梁
に
与
え
た
構
造
的
損
害
が
比
較

的
少
な
か
っ
た
。」、
六
四
頁
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
橋
に
与
え
る
構
造
的
損
害

の
効
果
の
平
均
面
積
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。」、
六
六
頁
の
表
、
一
一
〇
頁
、
一
一
一
頁

の
写
真
で
は
万
代
橋
は
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
。

（
31
）
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
事
務
所
「
旧
橋
一
般
図
」（
昭
和
六
年

七
年
度
、
側
面
図
、
平
面
図
、
正
面
図
、
断
面
図
、
市
道
橋
断
面
図
）、「
一
般
図
」

（
側
面
図
、
平
面
図
、
断
面
図
、
標
準
断
面
図
）、
お
よ
び
架
替
時
写
真
資
料
等
。

（
32
）
広
島
市
役
所
『
新
修
広
島
市
史
』
第
三
巻
社
会
経
済
史
編
（
広
島
市
、
一
九
五
九

年
）
四
二
二
頁
か
ら
四
二
三
頁
。

　

 　

広
島
市
建
設
局
道
路
計
画
部
道
路
計
画
課
『
広
島
の
橋
』（
一
九
九
五
年
）
五
六

頁
か
ら
七
六
頁
。

（
33
）
広
島
大
学
放
射
線
医
科
学
研
究
所
所
蔵
「
米
国
陸
軍
病
理
学
研
究
所
か
ら
の
返
還

資
料
」H
B-118-B

。

（
34
）
前
掲
『
広
島
に
対
す
る
原
子
爆
弾
の
効
果
』
六
二
頁
「
原
子
爆
弾
に
よ
る
い
か
な

る
直
接
の
物
的
損
害
よ
り
も
む
し
ろ
、
薄
っ
ぺ
ら
な
木
造
建
築
か
ら
橋
梁
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
や
橋
の
両
端
を
保
護
す
る
計
画
を
無
視
し
た
こ
と
は
、
原
子
爆
弾
攻
撃

の
後
、
救
援
隊
が
火
災
や
爆
風
に
よ
る
破
砕
物
を
取
り
の
け
る
ま
で
の
間
住
民
が

橋
を
利
用
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
た
。」。

（
35
）
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
航
空
写
真
（PRE-ST

RIK
E�H
B132A

,�PO
ST
-ST
RIK
E�

H
B132B

）
等
、
広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所
蔵
。

（
36
）
前
掲
『
広
島
原
爆
戦
災
誌
』
第
一
巻
、
二
七
頁
。
一
九
四
五
年
三
月
に
配
置
さ
れ

た
県
と
市
の
防
空
本
部
は
、「B29

三
百
機
の
襲
来
を
仮
定
し
、
各
河
川
に
筏
を

設
け
、
船
舶
部
隊
か
ら
浮
き
袋
二
〇
万
人
分
を
借
り
て
市
民
に
配
給
し
、
ま
た
同

部
隊
の
舟
艇
を
川
の
要
所
に
配
備
」
し
た
。

（
37
）
前
掲
『
い
し
ぶ
み�

広
島
二
中
一
年
生
全
滅
の
記
録
』
五
九
頁
。

（
た
に
　
せ
い
じ
・
広
島
大
学
文
書
館
調
査
員
）


